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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

近
藤
重
人
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
は
「
サ
ウ
デ
ィ
ア

ラ
ビ
ア
と
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
―
ア
ラ
ブ
の
大
義
と
対
米
依

存
の
狭
間
で
―
」
と
題
さ
れ
、
Ａ
４
用
紙
二
〇
四
ペ
ー
ジ
か
ら
な
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
へ
の
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の

対
応
を
論
じ
た
第
一
章
お
よ
び
第
四
次
中
東
戦
争
時
の
石
油
戦
略
を

論
じ
た
第
三
章
は
そ
れ
ぞ
れ
『
法
学
政
治
学
論
究
』
に
掲
載
さ
れ
た

論
文
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
で
、
近
藤
君
は
日
本
の
中
東
政
治
研
究
が
こ
れ
ま
で
に
ほ

と
ん
ど
手
を
付
け
て
い
な
い
ア
ラ
ブ
対
外
政
策
史
の
分
野
に
お
い
て
、

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
へ
の
関
与
を
主
要
テ
ー
マ

と
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
か
ら
二
〇
〇
二

年
三
月
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
皇
太
子
が
中
東
和
平
提
案
を
発
表
す
る
ま

で
の
長
期
的
過
程
を
、
対
米
関
係
を
含
め
て
広
範
詳
細
に
論
じ
て
い

る
。

　

同
君
は
ま
た
資
料
的
制
約
の
中
で
収
集
し
た
ア
ラ
ビ
ア
語
、
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
文
献
を
駆
使
し
て
こ
の
テ
ー
マ
に
挑
み
、
錯
綜
す
る
資



特 別 記 事

153

料
の
中
か
ら
あ
る
程
度
の
筋
道
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
近
藤

君
の
論
文
は
、
日
本
で
初
め
て
の
本
格
的
な
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル

紛
争
を
め
ぐ
る
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
対
外
政
策
史
研
究
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

Ⅱ　

本
論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章　

分
析
の
視
角

　

第
一
節　

問
題
の
所
在

　
　
（
１
）
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争

　
　
（
２
）
米
ソ
冷
戦
、
中
東
域
内
政
治
、
脱
植
民
地
化
と
の
関
係

　

第
二
節　

先
行
研
究
に
お
け
る
本
研
究
の
位
置
付
け

　
　
（
１
）
先
行
研
究
―
︱
一
九
七
〇-

八
〇
年
代
―
︱

　
　
（
２
）
先
行
研
究
―
︱
一
九
九
〇
年
代
以
降
―
︱

　
　
（
３
）
本
研
究
の
位
置
付
け
と
特
色

　

第
三
節　

分
析
枠
組
み

　
　
（
１
）
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に
関
す
る
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ

ア
の
政
策

　
　
（
２
）
安
全
保
障

　
　
（
３
）
経
済
的
利
益

　
　
（
４
）
ア
ラ
ブ
意
識
、
イ
ス
ラ
ー
ム

第
一
章　

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国

　

第
一
節　

問
題
の
所
在

　

第
二
節　

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
約
束

　
　
（
１
）
第
二
次
世
界
大
戦
と
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

　
　
（
２
）
ス
エ
ズ
運
河
上
の
米
サ
首
脳
会
談

　

第
三
節　

ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
親
シ
オ
ニ
ス
ト
政
策

　
　
（
１
）
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
の
推
進

　
　
（
２
）
ヨ
ー
ム
・
キ
ッ
プ
ー
ル
声
明

　
　
（
３
）
ア
ラ
ブ
諸
国
間
の
対
立

　

第
四
節　

国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
決
議

　
　
（
１
）
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
特
別
委
員
会

　
　
（
２
）
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
決
議

　

第
五
節　

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
と
第
一
次
中
東
戦
争

　
　
（
１
）
第
一
次
中
東
戦
争
と
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア

　
　
（
２
）
休
戦
協
定
と
そ
の
後

　

第
六
節　

結
語

第
二
章　

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
禁
輸
措
置
と
イ
ス
ラ
エ
ル
認
識

　

第
一
節　

問
題
の
所
在

　

第
二
節　

第
二
次
中
東
戦
争

　
　
（
１
）
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
関
係
の
深
化

　
　
（
２
）
第
二
次
中
東
戦
争
と
対
英
仏
石
油
禁
輸
措
置

　
　
（
３
）「
ア
ラ
ブ
の
冷
戦
」
と
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア

　

第
三
節　

第
三
次
中
東
戦
争
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（
１
）
第
三
次
中
東
戦
争
へ
の
道

　
　
（
２
）
第
三
次
中
東
戦
争
と
対
米
英
石
油
禁
輸
措
置

　

第
四
節　
「
三
つ
の
ノ
ー
」
と
国
連
安
保
理
決
議
二
四
二
号

　
　
（
１
）
ハ
ル
ツ
ー
ム
首
脳
会
議
の
「
三
つ
の
ノ
ー
」

　
　
（
２
）
国
連
安
保
理
決
議
二
四
二
号

　

第
五
節　

結
語

第
三
章　

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略

　

第
一
節　

問
題
の
所
在

　

第
二
節　

第
四
次
中
東
戦
争
へ
の
道

　
　
（
１
）
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
外
交

　
　
（
２
）
ク
ウ
ェ
ー
ト
外
交

　
　
（
３
）
国
際
石
油
市
場
の
構
造
変
化

　

第
三
節　

第
四
次
中
東
戦
争
と
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略

　
　
（
１
）
第
四
次
中
東
戦
争
の
勃
発
と
原
油
生
産
削
減
措
置
の
発
動

　
　
（
２
）
対
米
石
油
禁
輸
措
置
の
発
動

　

第
四
節　

ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
の
終
息

　
　
（
１
）
原
油
生
産
削
減
措
置
の
解
除

　
　
（
２
）
対
米
石
油
禁
輸
措
置
の
解
除

　

第
五
節　

結
語

第
四
章　

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
中
東
和
平
提
案

　

第
一
節　

問
題
の
所
在

　

第
二
節　

フ
ァ
ハ
ド
和
平
提
案

　
　
（
１
）
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
合
意
と
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア

　
　
（
２
）
フ
ァ
ハ
ド
和
平
提
案
（
一
九
八
一
年
）

　
　
（
３
）
フ
ェ
ズ
和
平
提
案
（
一
九
八
二
年
）

　
　
（
４
）
中
東
和
平
の
停
滞

　

第
三
節　

ア
ラ
ブ
和
平
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

　
　
（
１
）
中
東
和
平
プ
ロ
セ
ス
と
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア

　
　
（
２
）
ア
ラ
ブ
和
平
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
二
〇
〇
二
年
）

　
　
（
３
）
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
社
会
の
反
応

　

第
四
節　

結
語

終
章　

結
論

Ⅲ　

本
論
文
の
内
容

　

本
論
文
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

本
論
文
で
は
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に
関
す
る
サ
ウ
デ
ィ

ア
ラ
ビ
ア
の
政
策
が
、
ア
ラ
ブ
の
大
義
と
対
米
依
存
と
い
う
同
国
を

取
り
巻
く
二
つ
の
重
要
な
要
請
の
狭
間
で
、
い
か
に
形
成
さ
れ
て
き

た
か
と
い
う
問
題
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
第
一
に
ア
ラ
ブ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に
関
す
る
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
策
の
目
的
を
、

安
全
保
障
、
経
済
的
利
益
、
ア
ラ
ブ
意
識
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
四

つ
の
キ
ー
・
タ
ー
ム
を
設
定
し
て
分
析
し
て
い
る
。
第
二
に
ア
ラ

ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に
関
す
る
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
策
が
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
期
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
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長
期
的
に
見
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
を
考
察
し
て
い
る
。

第
三
に
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
最
高
権
力
者
以
外
の
主
体
（
ア
ク

タ
ー
）
が
同
紛
争
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
か
と
い
う
点
は

こ
れ
ま
で
十
分
に
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
問
題
に
新
た

な
視
点
を
加
え
て
い
る
。

　

序
章
で
は
、
先
行
研
究
の
中
で
の
本
論
文
の
位
置
づ
け
と
分
析
枠

組
み
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
る
。
第
三
節
は
、
ア

ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に
関
す
る
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
策
の

主
体
が
、
サ
ウ
ー
ド
家
を
中
心
と
し
た
政
治
指
導
者
と
、
体
制
派
の

宗
教
指
導
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
に
、
同

政
策
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
は
、
軍
事
的
・
経
済
的
・
政
治
的
な

手
段
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
最
後
に
、
同
政
策
の
目
的
と
し
て

は
、
自
国
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
以
外
に
、
ア
ラ
ブ

の
大
義
を
追
求
す
る
と
い
う
、
ア
ラ
ブ
人
と
し
て
の
意
識
に
根
差
し

た
目
的
も
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
や
経
済

的
利
益
の
確
保
も
同
政
策
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

第
一
章
「
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
」
は
、
サ
ウ

デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
治
指
導
者
が
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
か
と
い
う
問
題
を
対
米
関
係
を
軸
に
議
論
し
て

い
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
取
り
残
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
の
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
移
住
と
そ
こ

で
の
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
創
設
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
が

紛
れ
も
な
く
ア
ラ
ブ
人
の
土
地
だ
と
考
え
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ

国
王
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
強
く
反
対
し
た
。
他
方
、
サ
ウ

デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
北
方
に
位
置
す
る
ト
ラ
ン
ス
ヨ
ル
ダ
ン
の
ア
ブ

ド
ゥ
ッ
ラ
ー
国
王
は
、
拡
張
主
義
的
な
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。
そ
の

た
め
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ
国
王
は
息
子
の
サ
ウ
ー
ド
王
子
を
ア

メ
リ
カ
に
派
遣
し
、
自
国
の
安
全
保
障
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
協
力

を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
四
七
年
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
特
別
委
員
会
は
パ
レ
ス
チ
ナ

を
ア
ラ
ブ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
国
に
分
割
す
る
多
数
派
案
を
提
出
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
機
関
は
こ
の
提
案
を
支
持
し
、
ア
メ
リ
カ
も
支
持
を
表
明
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
最
終

的
に
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
案
を
支
持
し
た
場
合
、
そ
の
ア
ラ
ブ
諸
国
に

あ
る
経
済
利
権
に
致
命
的
打
撃
が
加
わ
る
と
警
告
し
た
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
は
結
局
こ
の
提
案
を
元
に
し
た
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
決

議
案
に
賛
成
票
を
投
じ
た
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ
国
王
は
ア
メ
リ

カ
の
こ
の
行
動
に
失
望
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
イ
ラ
ク
や
ト
ラ
ン
ス

ヨ
ル
ダ
ン
が
も
し
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
に
侵
入
し
た
場
合
、
ア
メ
リ
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カ
が
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
を
支
援
す
る
か
と
い
う
点
を
重
視
し
た
。

国
王
は
自
国
の
領
域
の
安
全
保
障
の
確
保
を
第
一
に
考
え
た
が
、
他

方
フ
ァ
イ
サ
ル
王
子
は
、
国
連
で
ア
ラ
ブ
諸
国
の
一
員
と
し
て
パ
レ

ス
チ
ナ
分
割
に
強
く
反
対
し
た
。

　

近
藤
君
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
さ
れ
る
過
程
に
い
か
に
対
処
し
た

か
を
丹
念
な
資
料
収
集
と
読
解
に
よ
っ
て
再
構
成
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
リ
ヤ
ー
ド
に
あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ
国
王
館
の
文
書
・
写

本
セ
ン
タ
ー
で
得
た
手
紙
の
写
し
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ
国
王

が
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
に
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
送
っ
た

書
簡
で
あ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
す
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ

自
身
の
見
解
を
よ
り
詳
し
く
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
館
所

蔵
の
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
パ
レ
ス
チ
ナ
政
策
に
関
す
る
『
サ
ウ

デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
と
パ
レ
ス
チ
ナ
：
探
究
と
研
究
』（
第
五
巻
、

二
〇
〇
六
年
）
か
ら
は
、
国
王
が
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
パ
レ
ス
チ

ナ
政
策
に
強
い
懸
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
サ

ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
官
報
で
あ
る
『
ウ
ン
ム
・
ル
・
ク
ラ
ー
』
紙
を

使
用
し
、
国
連
英
米
調
査
委
員
会
が
活
動
を
行
っ
て
い
た
一
九
四
六

年
三
月
に
、
国
王
が
同
委
員
会
に
ア
ラ
ブ
側
の
主
張
を
記
し
た
覚
書

を
送
付
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

他
方
活
動
を
開
始
し
て
間
も
な
い
ア
ラ
ブ
連
盟
に
つ
い
て
も
、
近

藤
君
は
ア
ラ
ブ
統
一
研
究
所
編
『
ア
ラ
ブ
連
合
計
画
一
九
一
三
︱
二

〇
〇
九
年
』（
二
〇
〇
九
年
）
を
使
用
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
一
〇
万
人
の

パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
移
住
を
勧
告
し
た
一
九
四
六
年
五
月
の
国
連
英
米

調
査
委
員
会
の
報
告
書
に
対
抗
し
、
ア
ラ
ブ
連
盟
が
使
用
可
能
な
す

べ
て
の
手
段
を
用
い
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ラ
ブ
人
を
支
援
す
る
と
い

う
決
定
を
下
し
て
い
た
こ
と
や
、
ダ
ル
ワ
ザ
『
現
代
ア
ラ
ブ
運
動
に

つ
い
て
』（
一
九
五
一
年
）
に
拠
り
、
第
一
次
中
東
戦
争
勃
発
と
同

時
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
が
単
一
の
国
家
と
し
て
独
立
す
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
電
報
を
、
ア
ラ
ブ
連
盟
が
国
連
に
送
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
第
一
次
中
東
戦
争
に
派
遣
さ
れ
た
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ

ビ
ア
の
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
（
戦
闘
部
隊
）
の
活
動
は
、
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
近
藤
君
は
、
マ
ー
リ
ク
『
名
誉
名
簿
』

（
一
九
六
五
年
）
に
拠
り
、
第
一
次
中
東
戦
争
時
に
参
加
し
た
サ
ウ

デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
人
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
の
具
体
的
な
死
傷
者
数
を

確
認
し
た
。
さ
ら
に
『
ウ
ン
ム
・
ル
・
ク
ラ
ー
』
紙
に
基
づ
き
、
彼

ら
は
エ
ジ
プ
ト
軍
の
指
揮
下
で
パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
戦
闘
に
加
わ
っ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

以
上
の
ア
ラ
ビ
ア
語
資
料
か
ら
、
近
藤
君
は
本
章
で
サ
ウ
デ
ィ
ア

ラ
ビ
ア
の
政
治
指
導
者
が
、
ア
ラ
ブ
の
土
地
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
地

を
解
放
す
る
と
い
う
思
い
を
強
く
持
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
。

例
え
ば
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ
国
王
が
ア
ラ
ブ
の
土
地
で
あ
る
パ
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レ
ス
チ
ナ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
流
入
に
深
い
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

　

第
二
章
「
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
禁
輸
措
置
と
イ
ス
ラ
エ
ル

認
識
」
は
、
第
二
次
中
東
戦
争
と
第
三
次
中
東
戦
争
時
の
ア
ラ
ブ
域

内
関
係
と
そ
こ
で
の
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
策
対
応
を
考
察
し
て

い
る
。
第
二
次
中
東
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は

英
仏
と
の
外
交
関
係
を
断
絶
し
、
さ
ら
に
両
国
に
対
し
て
石
油
禁
輸

措
置
を
発
動
し
た
。
こ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
を
支
援
す
る
た
め
の
措
置
で

あ
っ
た
。
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
安
全
保
障
と
経
済
に
絶
大
な
影
響

力
を
有
す
る
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
時
サ
ウ
デ
ィ
と
同
様
に
英
仏
を
批

判
す
る
立
場
に
あ
り
、
サ
ウ
デ
ィ
は
対
米
関
係
を
心
配
す
る
こ
と
な

く
、
石
油
禁
輸
措
置
と
い
う
強
硬
な
手
段
を
発
動
で
き
た
。

　

一
九
六
七
年
六
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ア
ラ
ブ
諸
国
に
対
し
て
奇
襲

攻
撃
を
仕
掛
け
、
第
三
次
中
東
戦
争
が
勃
発
し
た
。
戦
争
勃
発
直
後
、

エ
ジ
プ
ト
主
導
の
下
ア
ラ
ブ
諸
国
が
次
々
と
対
米
英
石
油
禁
輸
措
置

を
発
動
し
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
も
足
並
み
を
揃
え
た
。
し
か
し
石

油
禁
輸
措
置
の
発
動
に
よ
っ
て
財
政
状
況
が
悪
化
し
た
こ
と
か
ら
、

次
第
に
同
措
置
の
解
除
に
動
き
出
し
た
。
そ
し
て
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ

ビ
ア
は
石
油
禁
輸
措
置
を
持
続
さ
せ
た
い
イ
ラ
ク
の
反
対
を
押
し
切

り
、
九
月
に
ア
ラ
ブ
諸
国
は
対
米
英
石
油
禁
輸
措
置
を
解
除
し
た
。

　

第
三
次
中
東
戦
争
に
よ
っ
て
圧
倒
的
な
敗
北
を
喫
し
た
ア
ラ
ブ
諸

国
は
、
同
戦
争
で
占
領
さ
れ
た
土
地
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
を
撤
退
さ
せ

る
た
め
、
一
段
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
強
硬
な
態
度
を
示
す
よ
う

に
な
っ
た
。
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
既
に
第
二
次
中
東
戦
争
の
直
後

か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存
在
を
「
歴
史
的
な
事
実
」
と
し
て
認
め
ざ
る

を
え
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
と
同
様
イ
ス
ラ
エ

ル
に
す
べ
て
の
占
領
地
か
ら
撤
退
す
る
よ
う
訴
え
た
。
中
で
も
同
国

が
最
も
重
要
だ
と
考
え
た
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム

か
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
撤
退
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
中
東
政
治
研
究
に
お
い
て
はM

alcolm
 K

err, T
he 

A
rab Cold W

ar 

（1971

）
な
ど
を
除
く
と
、
一
九
五
〇
年
代
、
六

〇
年
代
の
ア
ラ
ブ
対
外
政
策
史
研
究
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
政
策
的

関
心
の
低
さ
も
あ
っ
て
か
、
手
薄
で
あ
っ
た
。
日
本
で
の
研
究
に
お

い
て
は
ほ
と
ん
ど
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
分
野
で
あ
る
。
近
藤
君

は
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
情
報
文
化
省
編
『
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
出

来
事
』（
一
九
五
七
年
）、
ア
ラ
ブ
統
一
研
究
所
編
『
ア
ラ
ブ
連
合
計

画
一
九
一
三-

二
〇
〇
九
年
』（
二
〇
〇
九
年
）、
パ
レ
ス
チ
ナ
研
究

所
編
『
ア
ラ
ブ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
文
書
一
九
六
五
年
版
、
一
九
六
七
年

版
』、『
ウ
ン
ム
・
ル
・
ク
ラ
ー
』
紙
（
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
官
報
）

な
ど
の
ア
ラ
ビ
ア
語
資
料
に
加
え
て
、
米
英
の
外
交
文
書
も
使
っ
て
、

「
ア
ラ
ブ
意
識
に
よ
っ
て
突
き
動
か
さ
れ
た
政
策
」
の
実
態
を
解
明
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し
よ
う
と
す
る
。
本
章
で
の
分
析
は
日
本
の
ア
ラ
ブ
域
内
関
係
史
研

究
に
お
い
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
資
料
の
読
解
に
基
づ
き
、
十
分
な
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

第
三
章
「
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
」
は
、
第

四
次
中
東
戦
争
時
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
を
論
じ
る
。
ア
ラ

ブ
諸
国
は
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
七
日
に
は
原
油
生
産
削
減
措
置
を
、

一
〇
月
二
〇
日
以
降
は
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
国
々
に
対
す
る

石
油
禁
輸
措
置
を
発
動
し
た
。
当
時
の
ア
ラ
ブ
世
界
で
イ
ス
ラ
エ
ル

と
そ
れ
を
支
持
す
る
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
反
感
が
強
く
、
フ
ァ
イ
サ

ル
国
王
は
安
全
保
障
環
境
を
多
少
悪
化
さ
せ
て
で
も
反
米
的
な
姿
勢

を
取
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
石
油
戦
略
の
発
動

と
時
を
同
じ
く
し
て
原
油
価
格
も
急
上
昇
し
た
た
め
、
ア
ラ
ブ
諸
国

は
自
国
の
石
油
収
入
の
低
下
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
石
油
戦
略
を
発
動

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
一
月
四
日
に
は
、
原
油
生
産
量
を
戦
争
勃

発
前
の
水
準
と
比
べ
て
二
五
％
削
減
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
う

し
て
石
油
危
機
は
最
も
深
刻
な
局
面
を
迎
え
た
。

　

一
一
月
以
降
は
、
西
側
諸
国
が
ア
ラ
ブ
諸
国
に
歩
み
寄
り
、
ア
ラ

ブ
の
石
油
戦
略
が
終
息
過
程
に
入
っ
た
。
そ
の
過
程
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
の
が
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
で
あ
っ
た
。
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ

ビ
ア
は
も
と
も
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
と
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
政
治
接
触
を
繰
り
返
し
、
石
油
禁
輸
措
置
の
解
除
を
決
め
、
他
の

ア
ラ
ブ
諸
国
も
一
九
七
四
年
三
月
対
米
石
油
禁
輸
措
置
を
終
焉
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
は
ア
ラ
ブ
諸

国
の
反
米
感
情
に
逆
ら
え
な
く
な
っ
て
ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
を
発
動

し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
油
田
地
帯
占
領
の
可
能
性
を
示
唆
し
安
全
保

障
上
の
脅
威
認
識
が
高
ま
る
と
、
対
米
関
係
を
回
復
さ
せ
る
方
向
へ

と
舵
を
切
っ
た
。

　

同
君
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
留
学
中
に
集
め
た
資
料
に
基
づ
き
、
本
章
で

ア
ラ
ブ
産
油
諸
国
の
中
で
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
位
置
、
役
割
、
行
動
に

踏
み
込
ん
だ
分
析
を
行
っ
て
い
る
。『
ア
ラ
ブ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
文
書

一
九
七
二
年
版
、
一
九
七
三
年
版
』
に
拠
り
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
民
議

会
で
の
サ
バ
ー
フ
首
長
の
演
説
内
容
と
議
会
決
議
か
ら
、
開
戦
一
年

前
か
ら
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
エ
ジ
プ
ト
が
戦
端
を
開
い
た
場
合
「
石
油

の
政
治
利
用
」
に
打
っ
て
出
る
旨
明
言
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
ク

ウ
ェ
ー
ト
紙
『
ラ
ー
イ
・
ア
ー
ン
ム
』
を
引
用
し
、
一
九
七
三
年
九

月
サ
ア
ド
国
防
相
が
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
エ
ジ
プ
ト
支
援
の
た
め
に
石

油
武
器
を
使
う
最
初
の
グ
ル
ー
プ
の
一
員
に
な
る
だ
ろ
う
と
発
言
し

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
他
『
ア
ラ
ブ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
文
書
一
九

六
九
年
版
』
を
引
用
し
、
一
九
六
九
年
八
月
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
ア
ル

＝
ア
ク
サ
ー
・
モ
ス
ク
放
火
事
件
を
受
け
、
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
が

「
世
界
の
ム
ス
リ
ム
の
指
導
者
と
人
民
に
対
し
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
イ
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ス
ラ
ー
ム
聖
地
を
解
放
す
る
た
め
に
、
…
…
武
装
し
立
ち
向
か
う
よ

う
訴
え
る
」
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
事
実
に
も
言
及
し

て
い
る
。
本
章
は
ア
ラ
ビ
ア
語
資
料
に
基
づ
い
た
十
月
戦
争
と
石
油

戦
略
を
め
ぐ
る
ア
ラ
ブ
対
外
政
策
史
研
究
と
し
て
、
日
本
の
中
東
政

治
研
究
の
中
で
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
四
章
「
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
中
東
和
平
提
案
」
は
、
フ
ァ
ハ

ド
和
平
提
案
と
ア
ラ
ブ
和
平
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
い
う
サ
ウ
デ
ィ
ア

ラ
ビ
ア
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
打
ち
出
し
た
二
つ
の
中
東
和
平
提
案

の
意
義
を
論
じ
る
。
一
九
八
一
年
八
月
に
発
表
さ
れ
た
フ
ァ
ハ
ド
和

平
提
案
に
は
二
つ
の
意
図
が
あ
る
。
第
一
に
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア

は
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
合
意
の
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
す
る

規
定
が
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
、
今
一
度
ア
ラ
ブ
諸
国
の
ア
ラ
ブ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に
関
す
る
立
場
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
と
い
う

意
思
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
合
意

に
対
す
る
不
満
は
、
一
九
八
〇
年
七
月
イ
ス
ラ
エ
ル
が
エ
ル
サ
レ
ム

を
自
国
領
土
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
で
高
ま
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
エ
ル
サ
レ
ム
支
配
と
い
う
問
題
は
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
が
最
も

大
き
な
関
心
を
寄
せ
る
争
点
で
あ
り
、
フ
ァ
ハ
ド
和
平
提
案
は
そ
う

し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
規
範
上
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
に
対

す
る
反
発
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
本
提
案
の
発
表
に

よ
っ
て
、
良
好
な
対
米
関
係
の
維
持
と
ア
ラ
ブ
域
内
政
治
で
の
主
導

権
の
確
保
を
同
時
に
達
成
し
よ
う
と
し
た
。

　

近
藤
君
は
、
フ
ァ
ハ
ド
和
平
提
案
に
関
し
て
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア

の
「
親
米
派
」
と
「
親
ア
ラ
ブ
派
」
の
王
族
の
間
で
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
態
度
の
違
い
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。「
親
ア
ラ
ブ
派
」

と
見
ら
れ
た
ハ
ー
リ
ド
国
王
が
一
九
八
一
年
一
月
に
米
大
統
領
に
送

付
し
た
書
簡
は
、
基
本
的
に
フ
ァ
ハ
ド
和
平
提
案
の
骨
格
と
な
る
考

え
を
表
明
し
、
同
じ
く
「
親
ア
ラ
ブ
派
」
と
見
ら
れ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ッ

ラ
ー
国
家
警
備
隊
長
官
は
、
フ
ァ
ハ
ド
和
平
提
案
の
三
カ
月
後
に
、

中
東
地
域
の
す
べ
て
の
国
家
が
平
和
的
に
生
存
す
る
の
は
イ
ス
ラ
エ

ル
が
ア
ラ
ブ
側
に
譲
歩
し
た
後
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
こ
の
見
解

も
同
提
案
を
支
持
し
た
う
え
で
補
足
説
明
を
加
え
た
も
の
だ
と
捉
え

る
。
ま
た
『
パ
レ
ス
チ
ナ
研
究
雑
誌
』（
一
九
九
三
年
）
を
使
っ
て
、

一
九
九
三
年
九
月
湾
岸
協
力
会
議
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
諸
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル

と
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
相
互
承
認
し
た
オ
ス
ロ
合
意
を
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ

ル
紛
争
解
決
に
向
け
た
「
最
初
の
一
歩
」
と
し
て
評
価
し
た
事
実
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

本
章
で
は
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
八
月
二
日
に
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー

ト
に
侵
攻
し
、
湾
岸
危
機
が
勃
発
し
て
以
降
の
ア
ラ
ブ
域
内
関
係
史

が
克
明
に
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
ア

ル
・
ア
ク
サ
ー
・
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
発
生
、
二
〇
〇
一
年
九
・
一
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一
事
件
を
経
て
、
二
〇
〇
二
年
三
月
二
八
日
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
皇
太

子
が
ア
ラ
ブ
連
盟
首
脳
会
議
で
発
表
し
た
ア
メ
リ
カ
の
立
場
に
よ
り

配
慮
し
た
中
東
和
平
提
案
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ア
ラ
ブ
和
平
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
要
求
事
項
は
、
一
九
八
二
年

の
フ
ェ
ズ
和
平
提
案
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
。
し
か
し

ア
ラ
ブ
和
平
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
は
「（
ア
ラ
ブ
諸
国
が
）
包
括
的

な
和
平
と
い
う
文
脈
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
正
常
な
関
係
を
樹
立
す

る
」
と
述
べ
、
ア
ラ
ブ
諸
国
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
家
承
認
を
明

確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
近
藤
君
は
『
ハ
ヤ
ー
ト
』、『
ク
ド
ス
・

ル
・
ア
ラ
ビ
ー
』
両
紙
に
拠
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸

地
区
侵
攻
に
対
抗
し
て
二
〇
〇
二
年
四
月
に
イ
ラ
ク
が
実
施
し
た
石

油
禁
輸
措
置
を
ほ
と
ん
ど
の
中
東
諸
国
が
支
持
せ
ず
、
サ
ウ
デ
ィ
ア

ラ
ビ
ア
が
そ
れ
に
対
抗
し
、
む
し
ろ
石
油
を
増
産
さ
せ
る
姿
勢
を
見

せ
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

と
同
時
に
同
君
は
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
国
内
の
宗
教
界
、
世
論
や

反
米
感
情
、
反
政
府
運
動
の
動
向
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。『
パ
レ

ス
チ
ナ
研
究
雑
誌
』（
一
九
九
五
年
）
に
拠
り
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ

ア
の
最
高
宗
教
権
威
が
一
九
九
五
年
一
月
ム
ス
リ
ム
の
力
が
弱
い
時

に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
和
平
を
結
ぶ
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を

示
し
た
こ
と
、『
ク
ド
ス
・
ル
・
ア
ラ
ビ
ー
』
紙
に
拠
り
、
二
〇
〇

二
年
四
月
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
知
識
人
一
一
三
人
が
イ
ス
ラ
エ
ル

と
ア
メ
リ
カ
を
「
悪
の
枢
軸
」
と
呼
ん
で
非
難
す
る
声
明
を
出
し
た

こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
章
は
、
一
九
七
九
年
～
二
〇

〇
二
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
パ
レ
ス
チ
ナ

和
平
へ
の
関
与
を
ア
ラ
ブ
域
内
関
係
史
の
広
い
視
野
で
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

終
章
は
、
本
論
文
の
結
論
を
提
示
す
る
。
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル

紛
争
に
関
す
る
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
策
は
、
六
〇
年
の
時
を
経

て
大
き
く
変
化
し
た
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ
国
王
は
パ
レ
ス
チ
ナ

に
ユ
ダ
ヤ
人
の
国
家
が
出
現
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
一
九

四
七
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
さ
れ
、
同
国
が
軍
事
強
国
と
な
り
、

第
三
次
中
東
戦
争
時
に
は
領
土
を
拡
張
し
た
た
め
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ

ビ
ア
は
徐
々
に
こ
の
国
の
存
在
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存
在
を
前
提
と

し
た
ア
ラ
ブ
和
平
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
掲
げ
て
い
る
。

　

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
治
指
導
者
は
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル

紛
争
に
関
す
る
政
策
を
形
成
す
る
際
、
な
る
べ
く
ア
ラ
ブ
の
大
義
と

対
米
依
存
と
い
う
同
国
を
取
り
巻
く
二
つ
の
重
要
な
要
請
の
双
方
を

重
視
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
に
は
、
後
者
を
よ
り
優
先
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ア

ラ
ブ
の
土
地
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
地
を
解
放
す
る
と
い
う
思
い
は
、
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サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
歴
代
の
最
高
権
力
者
が
こ
の
問
題
に
関
与
す

る
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
同
国
の
安
全
保
障
や
経
済
的

利
益
を
損
な
っ
て
ま
で
達
成
す
べ
き
目
標
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
第
二
次
～
第
四
次
中
東
戦
争
時
に
発
動
さ
れ
た
石
油
減
産
・
禁

輸
措
置
の
分
析
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

他
方
、
そ
う
し
た
最
高
権
力
者
の
周
り
に
は
、
常
に
彼
ら
よ
り
も

ア
ラ
ブ
の
大
義
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
価
値
観
を
重
視
す
る
政
治
指
導
者
、

ア
ラ
ブ
諸
国
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
国
民
な
ど
が
い
た
。
例
え
ば
、

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
時
の
フ
ァ
イ
サ
ル
王
子
、
第
四
次
中
東
戦
争
時
の

ク
ウ
ェ
ー
ト
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
改
革
派
の
宗
教
指
導
者
な
ど

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
最
高
権
力
者
は
、

今
後
も
ア
ラ
ブ
の
大
義
と
対
米
依
存
と
い
う
相
反
す
る
要
素
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に
関
す
る
政
策

を
実
施
せ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

Ⅳ　

本
論
文
の
評
価

　

本
報
告
書
の
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
論
文
の
意
義

は
、
日
本
の
中
東
政
治
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
未
開
拓
で
あ
っ
た
ア
ラ

ブ
対
外
政
策
史
の
分
野
に
お
い
て
、
近
藤
君
が
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア

の
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
へ
の
関
与
を
主
要
テ
ー
マ
に
設
定
し
、

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
期
ま
で
の
長
期
的
過

程
を
、
対
米
関
係
を
含
め
て
広
範
詳
細
に
考
察
し
た
と
こ
ろ
に
求
め

ら
れ
る
。

　

ま
た
上
記
と
の
関
連
で
十
分
に
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
は
、
同

君
が
資
料
的
制
約
の
中
で
精
力
的
に
ア
ラ
ビ
ア
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
文
献
を
収
集
し
、
こ
れ
ら
を
駆
使
し
て
こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
だ
点
で
あ
る
。
同
君
は
二
〇
一
二
年
二
月
～
七
月
、
資
料
調
査
と

現
地
事
情
の
視
察
の
た
め
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
キ
ン
グ
・
サ

ウ
ー
ド
大
学
法
政
治
学
部
に
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
、
ア
ブ

ド
ゥ
ル
ア
ジ
ー
ズ
国
王
館
を
は
じ
め
と
し
て
一
九
四
〇
年
代
の
サ
ウ

デ
ィ
の
対
パ
レ
ス
チ
ナ
政
策
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
た
。
こ
れ
は

「
Ⅲ　

本
論
文
の
内
容
」
で
触
れ
た
よ
う
に
第
一
章
に
活
か
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
君
は
本
塾
修
士
課
程
在
学
中
の
二
〇
〇
八
年
一
〇
月

～
翌
年
八
月
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
大
学
附
属
語
学
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ア

ラ
ビ
ア
語
研
修
を
受
け
た
。
こ
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
留
学
中
に
集
め
た
資

料
に
基
づ
き
、「
Ⅲ　

本
論
文
の
内
容
」
で
触
れ
た
よ
う
に
第
三
章

を
執
筆
し
て
い
る
。

　

と
同
時
に
も
う
一
つ
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
本
論
文
の
分
析
の

特
徴
は
、
安
全
保
障
、
経
済
的
利
益
、
ア
ラ
ブ
意
識
、
イ
ス
ラ
ー
ム

と
い
う
四
つ
の
キ
ー
・
タ
ー
ム
を
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に

関
す
る
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
政
策
を
分
析
す
る
概
念
と
し
て
選
び

出
し
、
活
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
キ
ー
・
タ
ー
ム
は
元
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来
個
別
的
に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
本
論
文
で
は
考
察
対
象
と
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
時
期
で
そ
れ
ら
が
ど
う
い
う
組
み
合
わ
せ
に
な
る
か
、
ま

た
一
九
四
五
年
～
二
〇
〇
二
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ら
が

全
体
を
ど
の
よ
う
に
通
底
し
て
い
る
か
を
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
へ
の
対
応
（
第
一
章
）、

第
二
次
、
第
三
次
中
東
戦
争
に
お
け
る
石
油
禁
輸
措
置
（
第
二
章
）、

第
四
次
中
東
戦
争
時
の
石
油
戦
略
（
第
三
章
）、
一
九
八
〇
年
以
降

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
が
行
っ
た
二
つ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
和
平
提
案
（
第

四
章
）
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
論
文
を
全
体
と
し
て
見
る
と
、
近
藤
君
が
精
力
的
に
収
集
し
た

ア
ラ
ビ
ア
語
資
料
を
駆
使
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
サ
ウ
デ
ィ
ア

ラ
ビ
ア
の
最
高
指
導
者
た
ち
が
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
錯
綜
す
る
資
料
の
中

か
ら
あ
る
程
度
の
筋
道
を
つ
け
、
パ
タ
ー
ン
を
見
つ
け
て
い
る
こ
と

が
高
く
評
価
で
き
る
。
す
な
わ
ち
一
つ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

長
期
過
程
を
通
し
て
最
高
指
導
者
の
政
策
決
定
に
は
、
①
対
米
関
係

を
含
む
安
全
保
障
の
配
慮
、
②
同
じ
く
対
米
関
係
を
含
む
経
済
的
利

益
、
③
ア
ラ
ブ
連
帯
意
識
、
④
イ
ス
ラ
ー
ム
的
配
慮
と
い
う
四
つ
の

政
策
目
標
の
相
互
関
係
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
③
、
④
に
基
づ
い
た
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
外
交
・
軍
事
行
動

は
①
、
②
と
矛
盾
し
な
い
限
り
実
行
さ
れ
る
が
、
①
、
②
と
両
立
不

可
能
な
場
合
に
は
①
、
②
に
基
づ
い
た
政
策
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
五
十
有
余
年
の
長
期
過
程
を
経
て
、

サ
ウ
デ
ィ
の
対
イ
ス
ラ
エ
ル
認
識
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
、
ア
ラ

ブ
諸
国
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
家
承
認
を
明
確
に
打
ち
出
す
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
近
藤
君
の
論
文
は
、
日

本
で
初
め
て
の
本
格
的
な
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
を
め
ぐ
る
サ

ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
対
外
政
策
史
研
究
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
本
論
文
の
議
論
に
も
問
題
点
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
。

　

第
一
に
、
本
論
文
の
時
期
設
定
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
か
ら

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
対
外
政
策
史
上
の
諸
問
題
を
明
確
化
す
る
意
味
で
は
、
有
効
な

時
期
設
定
と
言
え
る
。
し
か
し
今
後
近
藤
君
が
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア

対
外
政
策
史
の
研
究
を
さ
ら
に
本
格
化
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
の
確
認
に
即
し
た
よ
り
限
定
的
な
時
期
を
設
定
し
、
そ

の
問
題
の
分
析
に
相
応
し
い
分
析
枠
組
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
研
究

の
精
度
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

第
二
に
、
次
の
五
点
に
つ
い
て
議
論
を
補
充
す
る
こ
と
が
、
近
藤

君
の
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
対
外
政
策
史
論
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
①
第
一
章
に
お
い
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
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題
が
当
時
の
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
内
外
政
策
の
中
で
占
め
る
位
置

を
よ
り
明
確
に
示
す
。
②
第
一
、
二
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
フ
ァ
イ

サ
ル
皇
太
子
（
一
九
六
四
年
以
降
は
国
王
）
の
対
米
態
度
の
変
化
に

つ
い
て
、
政
策
の
一
貫
性
と
不
連
続
性
の
観
点
か
ら
よ
り
十
分
な
分

析
と
評
価
を
行
う
。
③
第
二
章
で
論
じ
て
い
る
第
三
次
中
東
戦
争
に

お
い
て
、
ア
ラ
ブ
諸
国
が
一
九
六
七
年
六
月
に
発
動
し
た
対
米
英
石

油
禁
輸
措
置
を
九
月
に
は
解
除
し
た
政
策
変
更
の
要
因
を
十
分
に
説

明
す
る
。
④
戦
後
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
対
外
政
策
史
全
体
を
通
底

す
る
要
素
と
し
て
、
対
米
依
存
と
ア
ラ
ブ
の
大
義
の
ジ
レ
ン
マ
を
指

摘
し
て
い
る
。
そ
の
ジ
レ
ン
マ
は
同
国
王
族
内
の
派
閥
対
立
を
意
味

す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
王
家
の
政
治
指
導
者
個
人
の
心
理
の
中
の
葛

藤
を
意
味
す
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
敷
衍
す
る
。
⑤
近
藤
君
は
、

序
章
に
お
い
て
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
最
高
権
力
者
以
外
の
主
体

（
ア
ク
タ
ー
）
が
こ
の
紛
争
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
か
を

考
察
対
象
に
入
れ
る
と
し
、
第
四
章
で
国
内
の
宗
教
指
導
者
の
発
言
、

世
論
、
反
米
感
情
、
反
政
府
運
動
の
動
向
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。

そ
の
際
最
高
指
導
者
が
こ
う
し
た
国
内
動
向
を
ど
の
程
度
配
慮
し
た

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ
分
析
を
行
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
に
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ

る
箇
所
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
日
本
の
中
東

政
治
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
未
開
拓
で
あ
っ
た
ア
ラ
ブ
対
外
政
策
史
の

分
野
に
お
い
て
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛

争
へ
の
関
与
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
資
料
を
駆
使
し

て
考
察
し
た
本
論
文
の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

以
上
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、
日
本
で
初
め
て
の
本
格
的
な
ア
ラ

ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
を
め
ぐ
る
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
対
外
政
策

史
研
究
に
取
り
組
み
、
中
東
政
治
の
中
で
の
湾
岸
産
油
国
の
特
異
な

位
置
を
解
明
し
た
本
論
文
が
、
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）

の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
評
価
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
二
月
二
六
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

富
田　

広
士

　
　
　

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

井
上　

一
明

　

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

高
橋　

伸
夫

　

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　


